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学校教育目標 

 

 
 

目指す生徒像   ①～⑤＝令和７年度の五大目標（重点目標、掲示用） 

知（確かな学力） 徳（豊かな人間性） 体（たくましい心と体） 

自ら学び、共に高め合う生徒 
 

②主体的に学習に取り組む生徒 

・基本的な知識・技能を身につけ

ている生徒 

・自ら考え、仲間と協力して課題

に対し粘り強く取り組み解決

しようとする生徒 
 

心豊かで、社会性のある生徒 
 

①思いやりのある生徒 

・互いの良さを理解し、協力しよう

とする生徒 

⑤気づき、考え、行動する生徒 

・自分の役割を責任もってやりとげ

る生徒 

 

心身ともに健康でたくましい生徒 
 

③郷土を愛し、地域に貢献する生徒 

・志を持ち、実現しようとする生徒 

④礼儀正しく、気持ちの良いあいさ

つ・返事ができる生徒 

・健康でたくましく忍耐力のある生

徒 

  

「目指す生徒像」の実現に向けた、全職員による学習指導、生徒指導の共通理解・共通実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員が心身ともに健康でやりがいをもって業務に従事できる環境整備づくり（働き方改革の推進） 

 

 

 

 

郷土を愛し、自ら学び、仲間とともに伸びる生徒の育成 

 目指す教師像  

① 自らを高め、指導力を高めようとする教師 

② 教育の使命感と確固たる教育理念を持つ教師 

③ 深い教育的愛情を持つ教師 

④ 効果的で効率的な働き方を求める教師 

 

 家庭・地域  
PTA 活動の充実  地域との連携の推進 

  

 教職員の働き方改革  
① 行事や業務の精選と効率化の推進 

② 業務記録の活用による勤務時間意識の向上 

③ 定時退勤日の遵守 
  

 

・「郷土を愛し」とは、ふるさと多良の良さを知り、ふるさとに貢献することである。 

・「自ら学び」とは、受け身にならず、主体的に学習や生活、行事や部活動に取り組むことである。 

・「仲間とともに伸びる」とは、仲間と学び合い、助け合い、切磋琢磨することで生徒一人一人が成長し、集団も高ま

るということである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.生徒が主体的・対話的に学ぶ、分かる授業を推進し、学力向上（特に知識・技能の定着）を図る。 

2.開発的生徒指導や特別活動、教育相談等の充実を図り、自己肯定感、自己有用感を育てる。 

3.進路学習や道徳教育を中核とした教育活動全般、及び生徒指導の充実を通して、規範意識を高

め、豊かな人間力を育成する。 

重
点
指
導 

① 道徳教育の充実 

② 開発的生徒指導の推進 

・生徒の出番・役割の創出と承認 

③ 情報モラル教育の徹底実践 

④ 人権・同和教育の振興 

⑤ 奉仕と勤労意欲の高揚 

 

① 教師の授業力の向上 

・校内研究の推進と充実 

② 学校ＩＣＴ（タブレット）の活用 

・職員研修とＯＪＴによる職員のスキル up 

③ 保護者と連携した家庭学習時間の確保 

④ 特別支援教育の充実 

 

① 生徒指導の充実 

  ・積極的に関わり本気で指導 

  ・マナーの指導 

② 自他の生命の尊重 

③ 安全な学校環境の整備 

④ 郷土愛、地域貢献を育む取組 

⑤ 部活動の適切な運営 

⑥ 食育教育の充実 

 


